
2016年10月7日重　要

　以前よりお伝えしておりました、来年の4月1日から実行することになっていた、いわゆる外装基準
（外装部分に対して基本的に2.5R以上の曲面をもたせるというもの）の改正に関して、国土交通省は
本日付で、これを行わないことを正式に発表しました。

　外装基準の改正は、道路運送車両法　保安基準第18条「車枠及び車体」細目告示別添20「外装の技
術基準」が改定され、2009年1月1日以降に製作された自動車が適用され、現在猶予期間で来年4月1日
より実行する予定となっていたものです。（告示2007年6月29日）

 本日、発表になった関係資料を添付致します（関係事項＝ピンクのマーカー）が、非常にわかりづら
い表記になっていますのでご注意下さい。下記にて関連事項を紹介致します。
 

　適用猶予の解除により、エアロパーツ、各種エンブレム、一部該当マフラー等の外部突起に関しては
従来通り現状と変わらない「車体の外形その他自動車の形状が鋭い突起を有し、（略）他の交通の安全
を妨げるおそれのあるものでないこととする」といった基準となります。
　なお、第1節（いわゆる自動車メーカーの新車で登録前の車両）については従来から2.5Rが適用され
ていますのでお間違いの無いようご注意願います。

 
記

【基準の詳細については下記にてご確認ください】
国土交通省自動車交通HP　http://www.mlit.go.jp/jidosha/index.html

↓
保安基準等（左側アイコン）

↓
http://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_fr7_000007.html

保安基準等関係基準の条文検索一覧表⇒第18条の細目告示別添20外装の技術基準
別添20外装の技術基準

その他、第18条　細目告示別添21、22も本件に関わる条文になります。
以上

外装基準の改正及び適用猶予の解除のお知らせ
～ 現状のまま変更なし ～
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